
                

 

 
 

  

    運動会もおわり 11 月に入り、子どもたちと発表会に向けてのミーティングを行いました。 

    合奏の曲は「カイト」と決まっていたので 4月からピアニカで練習。全員弾けるようになった 

    ところで、「次は、楽器で演奏しよう！」となり構成やパート決めを話し合いました。 

    保育者「せっかく全員ピアニカで弾けるようになったから、ピアニカで 1番をみんなで弾く 

       のはどうかな？ 

    子ども「いいねえ！がっきは２ばん？わたしもっきんやりたい！」 

       「ぼく、おおだいこ！」 

    と、やりたい楽器をみんなが見つけそれぞれの主張が始まりました。中には被ってしまことも 

ありましたが何とか譲り合いながらそれぞれの楽器が決まりパート練習がはじまりました。 

はじめは、個々で練習していたこどもたちだったのですが、 

子ども「いっしょにやろう！」 「いせーのーで！」 

と、鉄琴と木琴。大太鼓と小太鼓、シンバル。と段々グループ練習に発展していきました。 

リズムの合わせやすい楽器同士が自然と集まり音を合わせる 

楽しさを子どもたちで発見し、練習を練習としてではなく、あそびの一環として受け入れ 

楽しむ姿が見られました。 

子どもたちが好きな時間に楽器に触れられるように保育室の中に出しておき自由に楽しんでいます。 

  

 
 

 

 

 

 

 

11 月 
 

発表会にむけてミーティングだー!! 


